






































(13) うめ

① 単収は増加傾向にあるものの、栽培面積はわずかに減少傾向

にあるため、生産量は平成９年産以降は減少傾向で２２年度目

標を下回って推移している。

なお、１５年産においては、生産量の全国シェアが５５％で

ある和歌山県において、開花期間中の低温等による受精不良で

着花数が少なく、著しく生産量が減少した。

② 和歌山県において、「古城」等から梅干し、加工適性に優れ

る「南高」への転換が図られ、順調にその栽培面積が拡大して

いる。梅酒加工用に適する「白加賀」は、全国的に栽培が縮小

し、減少傾向が続いている。

③ 新たな品種として、豊産性で加工用に適する「新平太夫」等

の高品質品種が開発され、生産拡大が図られている。

○ 主産県における生産状況（１５年産）

県名 栽培面積(ha) 主要品種

和歌山県 ４，８４０（２６％） 南高、古城、小粒南高

群馬県 １，４００（ ７％） 白加賀、梅郷、南高

長野県 ７７６（ ４％） 竜峡小梅、豊後、白加賀

全 国 １８，７００

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「特産果樹生産動態等調査」

○ 今後生産の増加が期待される品種

H7 H14

新平太夫 昭和61年3月
熟期は６月中下旬の中生種で、果
実の大きさは20～25ｇ程度。
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栽培面積(ha)
品種名 品種登録年 特徴

主産県又
は導入県

○ うめの国内生産量の推移

○ 品種構成の動向
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